
–63––64–

と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
毘
沙
門
堂
に
祀
ら
れ
て
い
た
毘
沙
門
天
は
高
さ
三
尺

の
木
像
で
、
安
置
当
時
は
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
た
。

　
神
宮
寺
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
後
、
勧
請
の
過
程
は
不

明
で
あ
る
が
、
武
※
た
け
み
か
づ
ち
の
み
こ
と

甕
槌
命
を
勧
請
し
て
鹿
島
神
社
と
名

称
を
変
更
し
た
。

　
鹿
島
神
社
の
本
宮
は
鹿
島
神
宮
（
茨
城
県
鹿
嶋
市
）

で
あ
り
、
同
社
の
創
建
は
、
神
武
天
皇
即
位
年
の
皇
紀

元
年
（660B

C

）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
神
代
の
昔
、
武

甕
槌
命
は
天
孫
降
臨
に
先
立
っ
て
、
香
取
神
宮
（
千
葉

県
香
取
市
香
取
）
の
祭
神
で
あ
る
経ふ
つ
ぬ
し
の
み
こ
と

津
主
命
と
共
に
出

雲
国
に
降
り
、
国
土
献
上
の
交
渉
に
大
功
を
樹
て
ら
れ

た
。

　
古
く
か
ら
こ
の
地
方
一
帯
は
、
藤
原
鎌
足
の
鹿
島
で

の
出
生
伝
も
あ
り
、
中
臣
氏
と
の
関
係
も
深
い
。
大
和

朝
廷
の
日
本
統
一
に
際
し
て
も
、
武
甕
槌
命
の
神
威
は

し
ば
し
ば
発
揚
せ
ら
れ
た
。

　
都
が
平
城
京
に
遷
さ
れ
る
と
、
藤
原
氏
は
武
甕
槌
命

を
勧
請
し
て
春
日
大
社
の
第
一
殿
に
祀
っ
た
。
延
喜
式

で
は
名
神
大
社
に
列
な
り
、
常
陸
国
の
一
宮
と
信
仰
さ

れ
、
明
治
に
な
っ
て
官
幣
大
社
に
列
格
し
、
常
陸
国
第

一
の
名
社
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
武
甕
槌
命
は
武
道
の
神
と
し
て
も
有
名
で
あ

る
。
そ
の
た
め 

鹿
島
神
宮
周
辺
は
武
芸
が
盛
ん
と
な

り
戦
国
時
代
の
剣
豪
で
新
当
流
の
開
祖
塚つ

か
は
ら
ぼ
く
で
ん

原
卜
伝
を
生

ん
で
い
る
。
又
、
境
内
の
鹿
園
に
は
奈
良
の
春
日
大
社

か
ら
譲
り
受
け
た
鹿
が
放
た
れ
て
い
る
。

　
当
社
の
鹿
島
神
社
は
、
屋
根
の
破
損
及
び
全
体
の
老

朽
化
に
よ
り
、
平
成
十
二
年
五
月
に
改
築
さ
れ
た
。          

　
神
宮
寺
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
、
社
名
や
祭
神
変
更
が

既
に
行
わ
れ
て
い
る
事
か
ら
御
堂
形
式
を
改
め
、
規
模

を
縮
小
し
て
神
社
建
築
の
流
れ
造
り
と
し
た
。

　
石
製
の
台
座
は
有
限
会
社
坪
井
石
材
、
社
殿
の
製
作

は
有
限
会
社
井
上
社
寺
工
業
が
あ
た
り
、
垂
木
そ
の
他

の
部
材
は
伊
勢
神
宮
御
正
殿
の
古
材
を
使
用
し
た
。

　
鹿
島
神
社
は
古
く
か
ら
、
宮
崎
地
区
の
氏
子
で
管
理

さ
れ
祭
典
も
行
わ
れ
て
来
て
お
り
、
現
在
も
そ
の
風
習

は
続
い
て
い
る
。

　
祭
典
は
例
祭
と
初
寅
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。
例
祭
は

旧
暦
九
月
十
四
日
・
十
五
日
に
執
行
さ
れ
、
当
日
は
幟

武
たけみかずちのみこと

甕槌 命
　伊

い ざ な ぎ の か み

邪那岐神が火の神で
ある迦

か ぐ つ ち の か み

具土神の御頸
くび

を斬
り給うたとき、御剣のツ
バ際にほとばしった血か
ら生まれた神。
　古事記では樋

ひ は や び の か み

速日神の
次ぎに生まれた神であ
り、建

たけみかずちのかみ

御雷神と記されて
いる。

「建」は猛々しい。「甕」
は厳

いか

めしい。の意で、何
れも雄々しい意味が込め
られている。

金刀比羅神社

金こ
と
ひ
ら
じ
ん
じ
ゃ

刀
比
羅
神
社

　
東
太
田
家
文
書
に
よ
る
と
、
文
政
元
年
（1818

）

造
営
と
あ
り
、
大お
お
な
む
ち
の
か
み

己
貴
神
（
大
国
主
神
）
を
祀
る
。
社

の
中
に
は
金こ
ん
ぴ
ら
だ
い
ご
ん
げ
ん

比
羅
大
権
現
と
彫
ら
れ
た
石
が
あ
る
。

　
金
刀
比
羅
神
社
の
本
社
は
金
刀
比
羅
宮
（
香
川
県
仲

多
度
郡
琴
平
町
）
で
あ
る
。
金
刀
比
羅
宮
は
大お
お
も
の
ぬ
し
か
み

物
主
神

（
大
国
主
神
）
を
主
祭
神
と
す
る
神
社
で
あ
り
、
特
に

海
上
安
全
に
霊
験
が
あ
る
と
さ
れ
、
漁
業
関
係
者
や
船

員
な
ど
に
よ
り
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

　
も
と
は
、
象
頭
山
金こ
ん
ぴ
ら
だ
い
ご
ん
げ
ん

毘
羅
大
権
現
と
称
し
、
本
社
の

社
地
に
あ
っ
た
松
尾
寺
の
守
護
神
と
し
て
ま
つ
ら
れ
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

　
金こ
ん
ぴ
ら

毘
羅
と
は
イ
ン
ド
の
ガ
ン
ジ
ス
川
に
棲
息
す
る
鰐わ
に

が
神
格
化
さ
れ
、水
に
か
か
わ
る
神
と
し
て（
ク
ン
ピ
ー

ラ Kum
bhira

） 

と
呼
ば
れ
た
事
が
語
源
の
よ
う
で
あ

を
立
て
、十
四
日
の
夕
刻
か
ら
蝋ろ
う
そ
く燭
で
明
か
り
を
と
り
、

お
籠
も
り
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
祭
日
も
不
定

期
と
な
り
、
お
籠
も
り
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
初
寅
祭

は
一
月
の
初
寅
の
日
に
幟
を
立
て
行
わ
れ
て
い
る
。
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稲い
な
り
じ
ん
じ
ゃ

荷
神
社

　
備
中
誌
に
よ
る
と
、
性し
ょ
う
と
く
い
ん

徳
院
（
倉
敷
市
中
庄
）
の
預

か
り
と
な
っ
て
い
た
が
、
寛
文
六
年
（1666

）
頃
か

ら
神
社
で
奉
仕
す
る
事
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

都
窪
郡
誌
に
よ
る
と
、
池
田
大
学
の
家
来
の
高
田
宗
竹

が
、
鎮
守
と
し
て
祀
っ
て
い
た
が
、
正
徳
年
間
（1711

〜1716

）
に
当
社
の
末
社
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
祭
神
は
倉
※
う
か
の
み
た
ま
の
か
み

稲
魂
神
で
五
穀
豊
穣
や
食
を
司
る
神
で
あ

る
。

　
稲
荷
神
社
は
全
国
に
約
三
万
五
千
社
あ
り
、
諸
神
の

内
で
は
最
も
多
い
。
本
社
は
伏
見
稲
荷
大
社
（
京
都
市

伏
見
区
深
草
藪
之
内
町
）
で
あ
る
。

神じ
ん
ぐ
う
こ
う
ご
う
ぐ
う

功
皇
后
宮

　

祭
神
は
息お
き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と

長
足
比
賣
命
（
神
功
皇
后
）
と
、

大お
お
さ
ざ
き
の
み
こ
と

鷦
鷯
命
（
仁※
に
ん
と
く
て
ん
の
う

徳
天
皇
）
と
玉※
た
ま
よ
り
ひ
め
の
み
こ
と

依
毘
賣
命
の
三
柱
を
奉

斎
し
て
い
る
。

　
社
殿
内
に
「
明
治
三
年
八
月
一
日
末
社
神
功
皇
后
宮

奉
斎
・
祭
日
四
月
十
五
日
」
と
あ
る
事
か
ら
、
明
治
に

な
っ
て
か
ら
新
た
に
祀
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
神
社
明
細
書
及
び
都
窪
郡
誌
に
は
境
内
神
社

稲荷神社

　古事記では宇
う か の み た ま の か み

迦之御魂神と記さ
れ、須佐之男命と、神

か み お お い ち ひ め の

大市比売
命
みこと

の御子と記されているが、日本
書紀では伊

いざなぎのみこと

弉諾尊と、伊
いざなみのみこと

弉冉尊の
御子であるとしている。
　倉稲魂神は穀物霊の神である
が、特に稲に宿る精霊神として、
全国の稲荷神社の祭神となってい
る。その他の穀物霊の神としては、
保
うけもちのかみ

食 神、 豊
とようけのおおかみ

受 大 神、 御
み け つ か み

食 津 神、
大
お お げ つ ひ め の か み

宜都比売神、豊
と よ う か の め の か み

宇賀能売神、若
わか

宇
う か の め の か み

賀能売神などが上げられる。

倉
うかのみたまのかみ
稲魂神

る
。

　
こ
の
鰐
神
は
竜
王
あ
る
い
は
海
神
と
し
て
雨
乞
い
や

海
難
祈
願
に
こ
た
え
る
善
神
と
さ
れ
、
そ
れ
が
日
本
に

渡
り
金
毘
羅
大
権
現
と
な
っ
た
。

　
当
社
の
金
刀
比
羅
神
社
の
社
殿
下
に
は
丸
い
石
が
置

か
れ
て
お
り
、
そ
の
石
を
撫
で
る
と
聡
明
に
な
る
謂
わ

れ
が
あ
り
、
密
か
な
信
仰
者
が
い
る
。

　
倉
稲
魂
神
（
宇う
か
の
み
た
ま
の
か
み

迦
之
御
魂
神
）
の
神
名
の
由
来
は
、

宇う

迦か

は
食う
け

と
同
じ
意
で
、
食
物
の
意
味
で
あ
り
、「
稲

に
宿
る
神
秘
的
な
精
霊
」
と
い
う
意
で
、
五
穀
、
食
物

を
司
る
神
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
稲
荷
は
「
稲
生
り
」
が

約
音
便
に
よ
っ
て
イ
ナ
リ
と
な
っ
た
が
、
そ
の
神
像
が

稲
を
荷
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
「
稲
荷
」
の
字
を
あ
て

た
と
さ
れ
て
い
る
。

　
我
が
国
は
、往
古
か
ら
農
業
国
で
水
田
に
稲
を
作
り
、

米
を
主
食
と
し
て
い
た
か
ら
、深
く
農
耕
神
を
信
仰
し
、

こ
れ
が
自
然
に
稲
荷
信
仰
と
結
び
つ
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　
平
安
時
代
に
入
り
、
稲
荷
神
社
は
東
寺
の
鎮
守
と

な
っ
た
事
に
よ
り
全
国
に
広
く
伝
播
し
、
初
午
な
ど
に

は
、
人
々
が
群
参
す
る
状
況
と
な
っ
た
。

　
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
工
業
が
興
り
、
商
業
が
盛

ん
に
な
る
と
、
稲
荷
の
神
格
も
農
耕
神
か
ら
殖
産
興
業

神
、
商
業
神
、
屋
敷
神
と
拡
大
し
、「
衣
食
住
の
大
祖
、

万
民
豊
楽
の
神
霊
」
と
仰
が
れ
農
村
だ
け
で
な
く
、
大

名
、町
家
の
随
所
に
稲
荷
神
が
勧
請
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
稲
荷
と
キ
ツ
ネ
の
関
係
は
祭
神
の
一
名
で
あ
る
ミ
ケ

ツ
カ
ミ
と
キ
ツ
ネ
の
古
名
「
ケ
ツ
」
と
の
音
通
か
ら
三

狐
神
（
ミ
ケ
ツ
カ
ミ
）
の
字
を
あ
て
た
と
さ
れ
る
。

神功皇后宮

第 3 節　境内神社

改築された鹿島神社（平成 12 年 5 月）


